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9
月
18
日(

木)

ロ
ー
ド

ビ
ル
３
階
会
議
室
に
て
、
広

島
自
治
労
連
秋
の
組
織
集
会

を
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催

し
、
10
単
組
と
県
本
部
か
ら

59
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

集
会
で
は
講
演
と
し
て
広

島
県
労
連
労
働
相
談
セ
ン

タ
ー
所
長
・
内
谷
富
雄
さ
ん

を
講
師
に
「
職
場
の
困
り
ご

と
の
解
決
方
法
～
労
働
相
談

の
事
例
か
ら
～
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

職
場
で
法
律
が
守
ら
れ
て

い
な
い
現
状
の
な
か
、
労
働

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は

ま
ず
職
場
で
の
解
決
、
無
理

な
場
合
に
は
労
組
に
入
り
団

体
交
渉
権
を
駆
使
し
て
、
経

営
者
と
交
渉
す
る
こ
と
が
大

事
。
ま
た
組
織
作
り
に
つ
い

て
は
「
地
道
な
運
動
が
難
し

い
な
か
で
も
、
日
々
の
基
本

の
積
み
重
ね
が
大
事
」
と
の

言
葉
に
は
深
い
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。 

 

組
織
拡
大
実
践
報
告
で

は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
労

組
の
藤
井
さ
ん
と
、
広
島
市

職
労
の
平
野
さ
ん
が
報
告
。

藤
井
さ
ん
は
機
関
紙
や
交
流

会
の
取
り
組
み
を
、
平
野
さ

ん
は
「
働
く
人
た
ち
が
幸
せ

に
な
る
組
合
が
必
要
」
の
信

念
の
基
20
年
ぶ
り
の
オ
ル
グ

開
催
で
12
名
加
入
に
つ
な
げ

た
実
績
を
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し

ま
し
た
。
今
後
の
組
織
拡
大

に
向
け
て
と
て
も
参

考
に
な
る
報
告
で
し

た
。 

 

そ
の
後
は
グ
ル
ー

プ
ト
ー
ク
に
移
り
、

参
加
者
が
お
互
い
の

現
状
と
と
も
に
、

未
加
入
者
へ
の
加

入
に
向
け
た
働
き

か
け
や
、
組
織
作

り
に
向
け
て
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
実

践
し
て
い
る
か
を

率
直
に
語
り
合
い

ま
し
た
。 

 

最
後
に
行
動
提

起
で
は

66

人
の

加
入
を
秋
の
目

標

と

し
、
中
石

委
員
長
も
「
み

ん
な
で
団
結
し

て
仲
間
を
増
や

そ
う
」
と
檄
を

飛
ば
す
な
ど
、

広
島
自
治
労
連

の
増
勢
に
向
け

一
層
の
奮
闘
を

誓
い
合
う
組

織
集
会
と
な

り
ま
し
た
。 

 

 

9

月

27

日

(

土)

ア
ス
テ
ー

ル
プ
ラ
ザ
に
て

「
自
治
体
・
関
連

職
場
で
働
く
臨

時
・
パ
ー
ト
・
嘱

託
・
会
計
年
度
任

用
職
員
２
０
２
５

学

習

総

決

起

集

会
」
が

開

催

さ

れ
、
7
単
組
と
県

本
部
か
ら
43
名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

前
半
は
4
単
組

が
現
状
の
課
題
や

組

合

活

動

の

成

果

な

ど

を
報
告
。
広
島
市
職
労
か

ら
は
保
育
園
の
深
刻
な
欠

員
問
題
、
広
島
市
会
計
労

組
か
ら
は
会
計
年
度
任
用

職
員
の
待
遇
改
善
の
成
果

や
課
題
、
留
守
家
庭
子
ど

も
会
労
組
か
ら
は
組
合
未

加
入
者
へ
の
勧
誘
活
動
、

児
童
館
労
組
か
ら
は
組
合

交
渉
に
よ
る
成
果
等
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

特
別
報
告
で
は
、
非
正

規
連
絡
会
ヒ
ロ
シ
マ
前
代

表
の
平
松
ゆ
う
子
さ
ん
よ

り
、
広
島
市
の
非
正

規
労
働
者
が
組
合
活

動
の
中
で
勝
ち
取
っ

た
病
気
休
暇
制
度
は

最
初
か
ら
有
給
で
あ

り
、
無
給
の
自
治
体

も
多
い
中
、
全
国
的

に
珍
し
い
ケ
ー
ス
で

あ
る
こ
と
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
後
半
の

グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
で

は
各
職
場
の
状
況
等
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
積
極
的

に
意
見
を
交
し
ま
し
た
。 

 

最
後
の
行
動
提
起
で
は

非
正
規
連
絡
会
ヒ
ロ
シ
マ

現
代
表
の
加
藤
加
代
子
さ

ん
よ
り
、
団
結
署
名
を
な

る
べ
く
多
く
集
め
る
と
と

も
に
、
重
点
要
求
横
断
幕

作
成
に
向
け
た
一
言
要
求

ふ
せ
ん
記
入
、
未
加
入
者

へ
の
声
掛
け
、
宣
伝
行
動

へ
の
積
極
的
参
加
な
ど
が

呼
び
掛
け
ら
れ
、
全
体
で

改
め
て
一
致
団
結
し
要
求

実
現
に
向
け
て
取
り
組
む

意
志
を
固
め
ま
し
た
。 

日
々
の
基
本
の

 

積
み
重
ね
を
大
切
に
…

 

 

働
く
者
の
幸
せ
の
た
め

 

組
合
は
必
要

 

初
め
か
ら
有
給
の

 

病
気
休
暇
は

 

全
国
で
も
ま
れ

…
 

 互いの職場について話し合う参加者 

活動参加を呼びかける 

非正規連絡会ヒロシマ代表・加藤さん 

 ↑組織拡大について話し合う参加者 

 広島市で働く全ての会計年度任用
職員、広島市外郭団体で働く全ての職

員の賃金、労働条件改善を求める「団

結署名」に取り組んでいます。 

 署名用紙がない場合は早急に連絡く

ださい！℡ 082-243-9240 

 署名したけどお手元

にある方、早急に送っ

てください！ 

 一筆でも多くの署名

が要求実現の近道です 

mailto:hjrouren@urban.ne.jp
http://urban.ne.jp/home/hjrouren
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９
月

30

日(

火)

、
広
島

ロ
ー
ド
ビ
ル
で
い
の
健
広
島

県
セ
ン
タ
ー
第
22
回
総
会
が

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
さ

れ
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
総
会
は
、
１
９
９
５

年
９
月
30
日
に
自
死
さ
れ
た

青
年
労
働
者 

木
谷
公
治
さ
ん

を
悼
み
、
二
度
と
同
じ
よ
う

な
労
働
者
を
出
さ
な
い
願
い

を
込
め
て
、
同
日
に
開
催

し
、
冒
頭
黙
と
う
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

 

総
会
次
第
で
は
、
門
田
事

務
局
長
が
活
動
報
告
と
２
０

２
５
年
度
方
針
を
提
案
、
そ

の
後
、
各
職
場
の
ト
イ
レ
や

休
憩
室
の
現
状
と
課
題
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

広
島
市
職
労
の
柴
野
中
央

執
行
委
員
長
は
、
本
庁
衛
生

委
員
会
に
て
取
り
組
ん
だ
、

本
庁
舎
の
ト
イ
レ
改
修
及
び

休
憩
室
の
整
備
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。
事
務
所
衛
生

基
準
規
則
が
示
す
基
準
を
満

た
す
た
め
、
女
性
用
便
器
を

増
や
す
と
と
も
に
洋
式
化
を

計
画
。
ま
た
、
個
別
空
調
付

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

の
整
備
や
休
憩
室
の
備
品
改

善
な
ど
、
快
適
な
職
場
環
境

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

 

留
守
家
庭
子
ど
も
会
労
組

の
大
内
執
行
委
員
は
、
児
童

館
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

ト
イ
レ
に
つ
い
て
、
男
女
別

ト
イ
レ
と
す
る
こ
と
、
不
可

能
な
ら
全
て
個
室
と
す
る
こ

と
を
組
合
で
訴
え
て
い
る
と

紹
介
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
、
全
教
、
生
協
広

島
労
組
か
ら
も
報
告
さ
れ
ま

し
た
。 

 

大
山
事
務
局
次
長
は
、
ト

イ
レ
設
置
基
準
は
最
低
基
準

で
あ
り
、
そ
れ
以
上
に
設
置

す
る
よ
う
要
求
し
て
い
く
こ

と
、
安
全
配
慮
義
務
は
労
働

契
約
法
に
も
労
働
安
全
衛
生

法
に
も
規
定
さ
れ
て
お
り
、

交
渉
や
衛
生
委
員
会
で
し
っ

か
り
や
っ
て
い
こ
う
と
提
起

さ
れ
ま
し
た
。 

 

す
べ
て
の
議
案
は
採
択
さ

れ
、
広
島
自
治
労
連
か
ら
の

幹
事
は
浜
崎
書
記
長
か
ら
小

川
書
記
次
長
に
交
代
し
、
引

き
続
き
、
働
く
も
の
の
い
の

ち
と
健
康
を
守
る
た
め
に
奮

闘
し
ま
す
。 

 
 

ま
し
た
。 

 

２
０
２
２
年
、
安
保
三

文
書
が
閣
議
決
定
後
、
軍

備
拡
張
が
進
め
ら
れ
、
ハ

ワ
イ
で
の
日
米
共
同
訓
練

や
台
湾
有
事
想
定
の
も

と
、
石
垣
空
港
で
は
陸
上

自
衛
隊
の
オ
ス
プ
レ
イ
で

負
傷
し
た
自
衛
隊
員
を
搬

送
す
る
訓
練
が
行
わ
れ
、

先
島
諸
島
か
ら
の｢

住
民

避
難｣

計
画
を
発
表
、
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
を
想
定
し
た
避

難
訓
練
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
配

備
計
画
も
進
ん
で
い
ま

す
。 

 
加
藤
周
一
さ
ん
は
、

｢

平
和
を
望
む
な
ら
（
戦

争
の
準
備
で
な
く
）
平
和

を
準
備
し
た
方
が
い
い｣

と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

 

対
話
・
信
頼
醸
成
・
戦

争
予
防
の
た
め
に
ア
ジ
ア

に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
あ
り
、

そ
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
根
底

は
「
大
国
間
の
対
立
・
戦

争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
」

「
中
立
・
自
立
し
た
地
域

づ
く
り
」
の
予
防
外
交

で
、

37

年
間
、
南
シ
ナ

海
で
決
定
的
な
武
力
衝
突

は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

布
施
さ
ん
は
、
今
日
の

話
を｢

周
り
の
人
に
伝
え

て
ほ
し
い
。
一
人
の
百
歩

よ
り
、
百
人
の
一
歩｣

と

い
う
言
葉
で
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。 

  

第

70回
日
本
母
親
大
会

 

     
ｉｎ
東
京

 

過
労
死
の
な
い
社
会
を 

つ
く
る
た
め
活
動
を
継
続 

法
律
上
の
「ト
イ
レ
の 

設
置
基
準
は
最
低
基
準
」 

「
ト
イ
レ
、
休
憩
室
」に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
み
よ
う 

会場とオン

ライン参加

のみなさん 

パワーポイントでお話す

る布施祐仁さん 

 

 バスに乗車し、専任ガイドの説明を聞

きながら学びあいます。コースは検討中

ですが、３つの支廠（糧秣、被服、兵

器）、広島城他を「加害」と「被害」の

視点でフィールドワークを行えればと思

います。 

 

   

  

 バスに乗車し、専任ガイド（地質学

者・防災士）の説明を聞きながら、座学

と現場で学びあいます。 

 「伝承館」建設の意義も深めるなか

で、防災・減災について意見交流できれ

ばと思います。  

来年の10月3日（土）～4日（日）広島市内で開催する「第18回地方自治研

究全国集会」。中国地方の仲間と一緒に企画、準備をすすめています。 

現地分科会を一緒に

企画、運準備していく 

仲間を募集中！ 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

 

～
軍
都
廣
島
の
「加
害
」

と
「被
害
」を
学
ぶ
～ 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

～
広
島
市
安
佐
南
区

豪
雨
「伝
承
館
」の
見

学
、
災
害
跡
地
、
砂
防

ダ
ム
の
現
場
で
学
習
～ 

「守れ！ 国民のくら

し、いのち、平和  

11・3 県民大集会」 
♬最低賃金今すぐ

1500円以上！ 

♬物価高騰に見合う

賃上げを！ 

●11時平和公園噴水

前開会～集会～原

爆ドーム前へデモ

行進 

●12時 ドーム前着

予定、解散 

11
月
３
日
（
月
・
祝
） 

 

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に 

「憲法学習会」 

●15時～17時終了

予定 

●広島弁護士会館

で開催 

●講師 

 猿田佐世さん

（弁護士、憲法

行脚の会事務局

長、新外交イニ

チアチブ代表） 

「平和のバナーで原

爆ドームを囲もう」 
♬平和に生きる権利

を！ 

♬呉・岩国の基地拡

張・強化反対！ 

♬「NO！WAR NO！

GENOCIDE」 

●12時、原爆ドーム

前開会～集会～バ

ナーでドームを囲

みます 

●13時 解散予定 

 

９
月
28
日(

日)

、
29
日

(

月)

、
第
70

回
日
本
母
親

大
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で

開
催
さ
れ
、
２
日
目
の
全
体

会
の
記
念
講
演
は
、｢

戦
後

80

年
と
不
戦
の
決
意
―
日

本
と
ア
ジ
ア
を
再
び
戦
場
に

し
な
い
た
め
に｣

と
題
し

て
、
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
布
施
祐
仁
さ
ん
が
お
話

し
ま
し
た
。 

 

布
施
さ
ん
は
、
第
１
回
日

本
母
親
大
会
が
、
１
９
５
５

年
、
戦
争
の
影
響
が
続
く

中
、
子
ど
も
の
幸
福
を
守

り
、
婦
人
の
権
利
を
勝
ち
取

る
た
め
始
ま
っ
た
と
紹
介
し


